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前迫　真人 ﾏｴｻｺ ﾏｻﾄ 神経内科学
環境因子から孤発性アルツハイ
マー病の病態を探る

京都大学
医学研究科・教授・
木下　彩栄

石原　純 ｲｼﾊﾗ ｼﾞﾕﾝ
内科学一般
（含心身医学）

造血幹細胞由来因子による造
血幹細胞制御機構の検討

東京大学
医科学研究所・教
授・北村　俊雄

高山　和雄 ﾀｶﾔﾏ ｶｽﾞｵ 医療系薬学
ヒトES/iPS細胞から肝細胞への
高効率分化誘導法の開発とそ
の創薬応用

大阪大学
薬学研究科・教授・
水口　裕之

松原　立真 ﾏﾂﾊﾞﾗ ﾘﾕｳﾏ
寄生虫学（含
衛生動物学）

マラリア原虫で検出されたサリ
チル酸が誘導する新規シグナ
ル経路の探索

筑波大学
生命環境科学研究
科・准教授・永宗　喜
三郎

大西　恵 ｵｵﾆｼ ﾒｸﾞﾐ 整形外科学
骨形成における低分子Gタンパ
ク質Rhoファミリーの機能解析

大阪大学
医学系研究科・教
授・吉川　秀樹

森下　裕貴 ﾓﾘｼﾀ ﾕｳｷ
医用生体工
学・生体材料
学

胎盤ターゲティング療法の確立
を目指した新たなナノ薬物送達
システムの開発

大阪大学
薬学研究科・教授・
堤　康央

古屋　淳史 ｺﾔ ｼﾞﾕﾝｼﾞ 血液内科学
急性骨髄性白血病における
DNMT3A変異の機能解析

東京大学
医学系研究科・教
授・黒川　峰夫

呉　しん ｸﾚ ｼﾝ 消化器外科学
スーパーアパタイトナノ粒子法を
用いた抗癌剤および核酸のデリ
バリーシステムの構築

大阪大学
医学系研究科・准教
授・山本　浩文

内藤　寛 ﾅｲﾄｳ ﾕﾀｶ 実験病理学
スキルス胃癌微小環境に対す
るmiR-143の作用

広島大学
医歯薬保健学研究
院・教授・安井　弥

馬　知秀 ﾏ ｼﾞｽ
寄生虫学（含
衛生動物学）

トキソプラズマ原虫分泌蛋白質
(PSP#7)の病原性における役割
の解析

大阪大学
医学系研究科・教
授・竹田　潔

角田　健太郎 ｽﾐﾀﾞ ｹﾝﾀﾛｳ 腫瘍免疫学
担癌生体における骨髄由来免
疫抑制細胞群の免疫抑制機構
の解明

北海道大学
医学研究科・教授・
西村　孝司

神田　元紀 ｶﾝﾀﾞ ｹﾞﾝｷ
システムゲノ
ム科学

細胞特異的・可逆的摂動系を用
いた個体行動を司る脳内の階
層的細胞ネットワークの理解

大阪大学
生命機能研究科・招
へい教授・上田　泰
己

小谷　美穂 ｺﾀﾞﾆ ﾐﾎ
機能系基礎歯
科学

新規情報伝達分子PRIPの骨代
謝制御における機能解析

九州大学
歯学府・教授・平田
雅人

岡田　恵美子 ｵｶﾀﾞ ｴﾐｺ
環境影響評
価・環境政策

妊娠期の有機フッ素化合物が
小児免疫アレルギーに及ぼす
曝露影響評価

北海道大学
医学研究科・教授・
玉腰　暁子
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孫　在隣 ｿﾝ ﾁｴﾘﾝ
神経解剖学・
神経病理学

大脳皮質VIP陽性抑制性細胞の
入出力に関する形態学的解析

京都大学
医学研究科・教授・
金子　武嗣

中川　直樹 ﾅｶｶﾞﾜ ﾅｵｷ 病態医化学
先天性筋ジストロフィーに関与
する機能性糖鎖の構造とその
生物学的役割に関する研究

京都大学
医学研究科・教授・
岡　昌吾

石井　圭 ｲｼｲ ｹｲ 身体教育学
セントラルコマンドによる骨格筋
血流量調節-中枢神経から骨格
筋血管まで

広島大学
医歯薬保健学研究
院・教授・松川　寛二

吉田　倫子 ﾖｼﾀﾞ ﾐﾁｺ
矯正・小児系
歯学

顎顔面発育過程における転写
因子FoxC1の役割と作用機序の
解明

東北大学
歯学研究科・教授・
山本　照子

渡邉　哲史 ﾜﾀﾅﾍﾞ ｻﾄｼ 医化学一般
生体遺伝子導入法によるマイク
ロRNA let-7の中枢神経系にお
ける機能解析

京都大学
医学研究科・教授・
篠原　隆司

茶屋　太郎 ﾁﾔﾔ ﾀﾛｳ
解剖学一般
（含組織学・発
生学）

繊毛が成体脳の神経新生と神
経細胞の機能に果たす役割の
解析

京都大学
医学研究科・教授・
篠原　隆司

飯間　麻美 ｲｲﾏ ﾏﾐ 放射線科学
乳がんにおけるバイオマーカー
としてのIVIMイメージング法の
確立

京都大学
医学研究科・教授・
富樫　かおり

桂　廣亮 ｶﾂﾗ ﾋﾛｱｷ ウイルス学
インフルエンザウイルス性肺炎
における炎症収束メカニズムの
解明

東京大学
医科学研究所・教
授・河岡　義裕

福光　甘斎 ﾌｸﾐﾂ ｶﾝｻｲ
神経・筋肉生
理学

小脳プルキンエ細胞樹状突起
発生過程におけるミトコンドリア
のダイナミクスと機能

京都大学
物質－細胞統合シス
テム拠点・教授・見学
美根子

遠矢　嵩 ﾄｵﾔ ﾀｶｼ 血液内科学
Hippo pathwayを標的とした白血
病幹細胞根絶治療の開発

東京大学
医学系研究科・教
授・黒川　峰夫

諏訪　映里子 ｽﾜ ｴﾘｺ 疼痛学
表皮ケラチノサイトヒスタミンH4
受容体を介する新たな掻痒発現
機序

千葉大学
薬学研究院・教授・
上野　光一

吉田　謙太 ﾖｼﾀﾞ ｹﾝﾀ 医化学一般
細胞膜のシグナルアダプター分
子LAT活性化の時空間制御機
構：1分子追跡による解明

京都大学
物質－細胞統合シス
テム拠点・教授・楠見
明弘

陳　ウン玲 ﾁﾝ ｳﾝﾘﾝ
公衆衛生学・
健康科学

高齢者のコミュニティー・ケアと
介護予防に関する研究-台湾と
日本の農村比較調査から

京都大学
東南アジア研究所・
教授・松林　公蔵

山賀　雄一 ﾔﾏｶﾞ ﾕｳｲﾁ 消化器内科学
消化管における癌幹細胞特異
的マーカーの包括的検討

京都大学
医学研究科・教授・
千葉　勉
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森田　剣 ﾓﾘﾀ ｹﾝ 血液内科学
BAALC高発現を伴う急性骨髄
性白血病の分子機構の解明

東京大学
医学系研究科・教
授・黒川　峰夫

浜部　敦史 ﾊﾏﾍﾞ ｱﾂｼ 消化器外科学
大腸癌における代謝特性および
癌幹細胞の解明

大阪大学
医学系研究科・寄附
講座教授・石井　秀
始

織田　進吾 ｵﾀﾞ ｼﾝｺﾞ 生物系薬学
UDP-グルクロン酸転移酵素の
エピジェネティック制御の解明

金沢大学
医薬保健研究域薬
学系・准教授・中島
美紀

松川　敬志 ﾏﾂｶﾜ ﾀｶｼ 神経内科学
副腎白質ジストロフィー患者に
おける表現型を規定する修飾因
子の探索

東京大学
医学系研究科・教
授・辻　省次

今橋　伸彦 ｲﾏﾊｼ ﾉﾌﾞﾋｺ 血液内科学
造血幹細胞移植後のアデノウイ
ルス感染症に対する細胞療法
の開発

名古屋大学
医学系研究科・教
授・室原　豊明

北川　真希 ｷﾀｶﾞﾜ ﾏｷ 消化器外科学
細胞周期制御におけるカリウム
／クロライド共輸送体の役割の
解明

京都府立医科
大学

医学研究科・教授・
大辻　英吾

合島　怜央奈 ｱｲｼﾞﾏ ﾚｵﾅ
形態系基礎歯
科学

口腔粘膜におけるTRPV3チャネ
ルは温度を感知し創傷治癒を促
進する

佐賀大学
医学系研究科・教
授・増子　貞彦

水内　祐介 ﾐｽﾞｳﾁ ﾕｳｽｹ 人体病理学
分子イメージング法の開発を目
指した膵癌における神経浸潤に
関わる因子の網羅的解析

九州大学
医学系学府・教授・
小田　義直

岩林　正明
ｲﾜﾊﾞﾔｼ ﾏｻｱ
ｷ

代謝学
接着関連因子ペリオスチンによ
る新たな血糖制御機能の解析

大阪大学
医学系研究科・寄附
講座教授・森下　竜
一

伊藤　明良 ｲﾄｳ ｱｷﾗ 応用健康科学
熱ショック応答を用いた変形性
関節症治療のための基礎的研
究

京都大学
医学研究科・教授・
黒木　裕士

進藤　幸治 ｼﾝﾄﾞｳ ｺｳｼﾞ 人体病理学
膵癌間質相互作用に寄与する
膵星細胞の同定と特異的分子
標的治療の開発

九州大学
医学系学府・教授・
小田　義直

山田　真之亮 ﾔﾏﾀﾞ ｼﾝﾉｽｹ 医療系薬学
神経発達障害に関わるアストロ
グリア由来因子の同定と機能解
析

名古屋大学
医学系研究科・教
授・山田　清文

渡邊　智子 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾄﾓｺ
公衆衛生学・
健康科学

タイ国による国内外に向けたエ
イズ対策支援活動

大阪大学
人間科学研究科・教
授・中村　安秀

安倉　和志 ｱｸﾞﾗ ｶｽﾞｼ 化学系薬学
高多様性指向型新規不斉異種
二核錯体テンプレートの構築と
不斉触媒反応の戦略的開発

九州大学
薬学府・教授・大嶋
孝志
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澤渡　浩之 ｻﾜﾀﾘ ﾋﾛﾕｷ 臨床看護学
ダウン症患者における睡眠呼吸
障害の実態調査と有効な看護
介入の確立

九州大学
医学系学府・教授・
樗木　晶子

繁田　尭 ｼｹﾞﾀ ﾀｶｼ 化学系薬学
官能基間距離認識を基盤とする
触媒的位置選択的官能基化及
び遠隔位不斉識別反応の開発

京都大学
化学研究所・教授・
川端　猛夫

濵村　賢吾 ﾊﾏﾑﾗ ｹﾝｺﾞ 応用健康科学
慢性腎不全モデルマウスにおけ
る肝CYP3A11発現変容機構の
解明

九州大学
薬学府・教授・大戸
茂弘

相馬　桂 ｿｳﾏ ｶﾂﾗ 循環器内科学
低酸素応答におけるHIF2αを介
した炎症抑制機構の解明

東京大学
医学系研究科・教
授・小室　一成

横坂　卓也 ﾖｺｻｶ ﾀｸﾔ 化学系薬学
創薬を志向した複素環の新規
合成法及び実践的疑似酵素触
媒系の開発

千葉大学
薬学研究院・教授・
濱田　康正

坂井　慧 ｻｶｲ ｻﾄｼ 実験病理学
腫瘍血管の構築制御とsiRNA内
包高分子ミセルを併用した新規
腫瘍治療法の開発

東京大学
医学系研究科・教
授・宮園　浩平

渕　靖史 ﾌﾁ ﾔｽﾌﾐ 化学系薬学
水溶液中で8-ニトログアノシン
を認識し共有結合的に捕捉する
分子プローブの開発

九州大学
薬学府・教授・佐々
木　茂貴

喜多　祐紀 ｷﾀ ﾕｳｷ 応用薬理学
双極性障害における気分安定
薬の薬効機序に関する神経化
学的研究

大阪大学
薬学研究科・教授・
松田　敏夫

喜村　大志 ｷﾑﾗ ﾀｲｼ 免疫学
キャップリボース2‘-Oメチル化
による自然免疫系の活性制御
機構の解明

大阪大学
医学系研究科・教
授・竹田　潔

清水　卓也 ｼﾐｽﾞ ﾀｸﾔ 医療系薬学
小腸排出トランスポーター・アダ
プター共発現細胞を用いた薬物
相互作用と遺伝多型解析

金沢大学
医薬保健研究域薬
学系・教授・加藤　将
夫

瀧　慎太郎 ﾀｷ ｼﾝﾀﾛｳ 腫瘍免疫学
抗体プロテオミクス技術を駆使
した新規バイオマーカーの同定
と次世代型抗体の創製

大阪大学
薬学研究科・招聘教
授・山西　弘一

宮本　将平 ﾐﾔﾓﾄ ｼﾖｳﾍｲ 呼吸器内科学
遺伝子改変コクサッキーウイル
スB群３型を用いた新規腫瘍溶
解性ウイルス療法の開発

九州大学
医学系学府・教授・
谷　憲三朗

栗原　悠介 ｸﾘﾊﾗ ﾕｳｽｹ 医化学一般
ミトコンドリアオートファジー関連
因子の機能解析と分子機構モ
デルの確立

九州大学
医学系学府・教授・
康　東天

村田　和大 ﾑﾗﾀ ｶｽﾞﾋﾛ 医化学一般
Chk1によるプロテアソームの制
御

名古屋市立大
学

医学研究科・教授・
中西　真
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内田　仁司 ｳﾁﾀﾞ ﾋﾄｼ 外科系歯学
マウス顎下腺の体内時計発振
機構の解明と体内時計に制御さ
れる唾液腺機能分子の解析

大阪大学
歯学研究科・教授・
阪井　丘芳

三谷　忠宏 ﾐﾀﾆ ﾀﾀﾞﾋﾛ 医化学一般
マウス始原生殖細胞におけるチ
ミンDNAグリコシラーゼ(TDG)の
機能解析

京都大学
医学研究科・教授・
斎藤　通紀

仙波　宏章 ｾﾝﾊﾞ ﾋﾛｱｷ 循環器内科学
マクロファージの慢性ストレス応
答におけるエピジェネティック制
御機構

東京大学
医学系研究科・教
授・小室　一成

原田　尭明 ﾊﾗﾀﾞ ﾀｶｱｷ 化学系薬学
新規抗腫瘍薬の創製を指向し
たゲルセミウム属アルカロイドの
合成研究

東京大学
薬学系研究科・教
授・井上　将行

金森　光広 ｶﾅﾓﾘ ﾐﾂﾋﾛ 免疫学
樹状細胞及びマクロファージの
分化、応答へのsulfatideの作用
解析

京都大学
生命科学研究科・教
授・稲葉　カヨ

鈴木　沙理 ｽｽﾞｷ ｻﾘ 実験動物学
モデルマウスに基づいた難聴発
症予防法および治療法開発基
盤の確立

東京農業大学
生物産業学研究科・
教授・横濵　道成

竹内　智起 ﾀｹｳﾁ ﾄﾓｷ 創薬化学
高活性キネシンKSP阻害剤の創
製とケミカルバイオロジー的手
法を用いた阻害機構解明

京都大学
薬学研究科・准教
授・大野　浩章

北見　恩美 ｷﾀﾐ ﾒｸﾞﾐ 補綴系歯学
自己蛋白の発現コントロールに
よる安全・簡便・効果的な骨増
成法の新規開発

新潟大学
医歯学系・教授・魚
島　勝美

佐田　悠輔 ｻﾀ ﾕｳｽｹ
医用生体工
学・生体材料
学

システム生理学に基づく腎神経
焼灼術の機序解明とバイオニッ
ク心不全治療への応用

大阪大学
医学系研究科・招聘
教授・杉町　勝

小早川　優 ｺﾊﾞﾔｶﾜ ﾕｳ 化学系薬学
scabronineAの効率的不斉全合
成と構造活性相関への展開

早稲田大学
理工学術院・教授・
中田　雅久

小林　信 ｺﾊﾞﾔｼ ﾏｺﾄ 病態検査学
抗体を活用した肺癌の早期診
断に有用なマーカー候補タンパ
ク質の網羅的探索

北里大学
医療系研究科・教
授・佐藤　雄一

古賀　牧土 ｺｶﾞ ﾏｷﾄ 医化学一般
リプログラミング過程における遺
伝子発現変化を担う転写因子
の同定と解析

京都大学
生命科学研究科・教
授・西田　栄介

宇野　卓矢 ｳﾉ ﾀｸﾔ 化学系薬学
分子認識型NHC触媒の創製に
基づくアルデヒドの高選択的分
子変換反応の開発

京都大学
薬学研究科・教授・
竹本　佳司

柳田　絢加 ﾔﾅｷﾞﾀﾞ ｱﾔｶ 医化学一般
遺伝子改変マウスを用いた成熟
肝細胞への新規in vitro分化誘
導系の構築

東京大学
医学系研究科・教
授・中内　啓光
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羅　ブンジュ
ウ

ﾗ ﾌﾞﾝｼﾞﾕｳ 神経科学一般
マウス体性感覚野を用いた皮質
カラム構造の発達メカニズムの
解明

総合研究大学
院大学

生命科学研究科・併
任教授・岩里　琢治

安部　元 ｱﾍﾞ ﾊｼﾞﾒ 循環器内科学
心臓線維化におけるマクロ
ファージ極性変化の役割

東京大学
医学系研究科・教
授・小室　一成

山下　真幸 ﾔﾏｼﾀ ﾏｻﾕｷ 血液内科学
p53結合分子Aspp1による造血
幹細胞の生死と老化の制御機
構

慶應義塾大学
医学研究科・教授・
須田　年生

薄井　美帆 ｳｽｲ ﾐﾎ
寄生虫学（含
衛生動物学）

マラリア原虫酸化ストレス応答メ
カニズムの解析

帯広畜産大学
原虫病研究セン
ター・教授・井上　昇

植木　紘史 ｳｴｷ ﾋﾛｼ 免疫学
炎症と発がんにおけるHMGB1
の役割の解析

東京大学
医学系研究科・特任
教授・谷口　維紹

鳥谷部　尚之 ﾄﾘﾔﾍﾞ ﾅｵﾕｷ 物理系薬学
時空間制御型ナノキャリアによ
る革新的肝炎・肝硬変治療シス
テムの創製

北海道大学
生命科学院・教授・
原島　秀吉

柏木　有太郎
ｶｼﾜｷﾞ ﾕｳﾀﾛ
ｳ

神経科学一般
細胞骨格相互結合タンパク質
ACF7の興奮性シナプス後部に
おける機能解析

東京大学
医学系研究科・教
授・岡部　繁男

荒瀬　麻友 ｱﾗｾ ﾏﾕ 病態医化学
TGF-β誘導性新規lincRNAの
同定・解析

東京大学
医学系研究科・教
授・宮園　浩平

松山　真 ﾏﾂﾔﾏ ﾏｺﾄ 神経科学一般
霊長類認知記憶システムにおけ
る前頭・側頭葉間連絡の光遺伝
学的標識及び機能制御

東京大学
医学系研究科・教
授・宮下　保司

野村　陽子 ﾉﾑﾗ ﾖｳｺ 眼科学
ブルッフ膜におけるエラスチン変
性と脈絡膜新生血管発症のメカ
ニズムの解明

東京大学
医学系研究科・教
授・天野　史郎

尾中　勇祐 ｵﾅｶ ﾕｳｽｹ 生物系薬学
プロスタノイド受容体CRTH2を
標的とした精神疾患の橋渡し研
究

大阪大学
薬学研究科・教授・
橋本　均

長瀬　里沙 ﾅｶﾞｾ ﾘｻ 発がん
ヘリコバクター・ピロリ菌CagAの
病原／発がん生物活性を規定
する分子構造基盤

東京大学
医学系研究科・教
授・畠山　昌則

西山　めぐみ ﾆｼﾔﾏ ﾒｸﾞﾐ 神経科学一般
大脳皮質におけるミニコラムに
対応する機能構築の解明

九州大学
医学系学府・教授・
大木　研一

土橋　賢司 ﾂﾁﾊｼ ｹﾝｼﾞ 臨床腫瘍学
エピジェネティクス制御による転
移性癌の新規治療法開発

九州大学
医学系学府・教授・
赤司　浩一
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宮武　正太 ﾐﾔﾀｹ ｼﾖｳﾀ スポーツ科学
マイオカインの網羅的探索とそ
れにより発見されたMIFの生理
機能解明

首都大学東京
人間健康科学研究
科・教授・藤井　宣晴

唐木　文霞 ｶﾗｷ ﾌﾐｶ 創薬化学
新規NPC1L1阻害剤の創製およ
びNPC1L1によるステロール輸
送機構の解明

東京大学
薬学系研究科・教
授・橋本　祐一

中村　碧 ﾅｶﾑﾗ ﾐﾄﾞﾘ ウイルス学
抗HIV薬治療効果の増強に結び
付く細胞性免疫反応に関する研
究

東京大学
新領域創成科学研
究科・教授・俣野　哲
朗

大平　崇人 ｵｵﾋﾗ ﾀｶﾋﾄ 病態医化学
新規がん抑制遺伝子の機能解
析から解き明かすテロメレース
発現制御ネットワーク

鳥取大学
医学系研究科・准教
授・久郷　裕之

本木　由香里 ﾓﾄｷ ﾕｶﾘ 病態検査学
抗リン脂質抗体症候群の新たな
鑑別診断法の確立と病態発症
機序の解明

山口大学
医学系研究科・教
授・野島　順三

成瀬　正啓 ﾅﾙｾ ﾏｻﾋﾛ
矯正・小児系
歯学

歯の再生を目指した新規小分
子化合物による歯原性上皮細
胞分化誘導法の開発

東北大学
歯学研究科・教授・
福本　敏

木山　朋美 ｷﾔﾏ ﾄﾓﾐ 外科系歯学
ビスホスホネートの細胞内取り
込みに関する研究

東北大学
歯学研究科・教授・
佐々木　啓一

三澤　拓馬 ﾐｻﾜ ﾀｸﾏ 免疫学
NALP3 インフラマソーム新規制
御分子の探索と解析

大阪大学
医学系研究科・教
授・審良　静男

桂　沛君 ｹｲ ﾊｲｸﾝ
リハビリテー
ション科学・福
祉工学

呼吸リハビリテーションにおける
呼吸モダリティーを修飾する新
規運動療法の開発研究

東北大学
医学系研究科・教
授・上月　正博

長谷川　敦史 ﾊｾｶﾞﾜ ｱﾂｼ 医化学一般
DNA結合親和性に寄与する
GATA1アミノ末端側亜鉛フィン
ガーの生理機能解析

東北大学
医学系研究科・教
授・山本　雅之

南宮　湖 ﾅﾑｸﾞﾝ ﾎｳ 呼吸器内科学
マクロライド系抗菌薬の抗炎症
作用解明と炎症性肺疾患への
臨床応用

慶應義塾大学
医学研究科・教授・
別役　智子

津山　淳 ﾂﾔﾏ ｼﾞﾕﾝ 神経科学一般
MicroRNAによる神経幹細胞の
グリア分化能の制御と進化

慶應義塾大学
医学研究科・教授・
岡野　栄之

我妻　弘基 ｱﾂﾞﾏ ﾋﾛｷ 化学系薬学
不斉転写型ラジカル転位環化
反応を利用したアザスピロ天然
物の全合成研究

東北大学
薬学研究科・教授・
徳山　英利

宮川　雅道 ﾐﾔｶﾞﾜ ﾏｻﾐﾁ 化学系薬学
ヘリセン担持キラルナノ粒子に
よる合成および生体有機小分
子・大分子の不斉形状認識

東北大学
薬学研究科・教授・
山口　雅彦
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守谷　崇 ﾓﾘﾔ ﾀｶｼ
ケミカルバイオ
ロジー

化合物アレイ型プラットフォーム
を用いたP450分子群の基質特
異性解析法の開発

東北大学
薬学研究科・教授・
岩渕　好治

吉井　優 ﾖｼｲ ﾕｳ 化学系薬学
生理活性天然物インドールジテ
ルペンアルカロイド類の独創的
合成法の開発

東北大学
薬学研究科・教授・
徳山　英利

石黒　純 ｲｼｸﾞﾛ ｼﾞﾕﾝ 生物系薬学
新規リゾホスファチジルセリン受
容体の機能解析

東北大学
薬学研究科・教授・
青木　淳賢

増子　和尚 ﾏｽｺ ｶｽﾞﾀｶ 腫瘍免疫学
革新的人工合成ﾛﾝｸﾞﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞを
用いた癌ワクチン治療開発に関
する基盤的研究

北海道大学
医学研究科・教授・
西村　孝司

水野　夏実 ﾐｽﾞﾉ ﾅﾂﾐ 医療系薬学
胸腺間質リンパ球増殖因子受
容体オリゴマー化がアレルギー
誘発に及ぼす影響の解明

東北大学
薬学研究科・教授・
平澤　典保

佐藤　格 ｻﾄｳ ｲﾀﾙ 外科系歯学
口腔癌に対する新規磁性微粒
子を用いた抗腫瘍効果の検討

横浜市立大学
医学研究科・教授・
石川　義弘

則竹　香菜子 ﾉﾘﾀｹ ｶﾅｺ 法医学
アルコール性心筋障害への
オートファジーの関与

東京医科歯科
大学

医歯学総合研究科・
教授・上村　公一

浅川　杏祐
ｱｻｶﾜ ｷﾖｳｽ
ｹ

医化学一般
機能的毛包再構築系を利用し
た毛包間葉細胞の毛種決定と
運命転換制御に関する研究

東京理科大学
基礎工学研究科・教
授・辻　孝

福田　亮介 ﾌｸﾀﾞ ﾘﾖｳｽｹ 医療系薬学
慢性腎臓病治療法開発に向け
たp53腎保護機能の解明及び、
新規p53活性化法の開発

熊本大学
生命科学研究部・教
授・甲斐　広文

趙　一夢 ﾁﾖｳ ｲｲﾑﾝ
神経・筋肉生
理学

筋強直性ジストロフィーにおける
選択的スプライシングとリン酸化

東京大学
総合文化研究科・教
授・石浦　章一

米村　洋而 ﾖﾈﾑﾗ ﾖｳｼﾞ 生物系薬学
酵母再構成系を用いたγセクレ
ターゼの機能解析

東京大学
総合文化研究科・教
授・石浦　章一

仲江　朋史 ﾅｶｴ ﾄﾓﾌﾐ 化学系薬学
光学活性スピロ環の新構築法
の開発と抗腫瘍活性ラクトナマ
イシン類の不斉全合成研究

立命館大学
生命科学研究科・教
授・北　泰行

秦　枝里奈 ﾊﾀ ｴﾘﾅ
解剖学一般
（含組織学・発
生学）

リンパ節支持細胞に発現する
オートタキシンが免疫細胞の移
動に果たす役割

大阪大学
医学系研究科・教
授・竹田　潔

宮脇　慎吾 ﾐﾔﾜｷ ｼﾝｺﾞ 医化学一般
超老化耐性ハダカデバネズミ特
異的に心臓で高発現する抗酸
化酵素DeBAT1の解析

慶應義塾大学
医学研究科・教授・
岡野　栄之
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鈴木　伸悟 ｽｽﾞｷ ｼﾝｺﾞ 医療系薬学
iPS細胞を用いた遺伝子治療と
再生医療の複合による遺伝性
疾患根治療法の基盤構築

熊本大学
生命科学研究部・教
授・甲斐　広文

石坂　光絵 ｲｼｻｶ ﾐﾂｴ 生物系薬学
ジアシルグリセロールキナーゼ
β(DGKβ)の脳高次機能に及ぼ
す影響に関する研究

岐阜薬科大学
薬学研究科・教授・
原　英彰

齋藤　僚 ｻｲﾄｳ ﾘﾖｳ 生物系薬学
小胞体ストレス応答性ユビキチ
ンリガーゼの分子機構解析と神
経変性疾患治療への応用

千葉科学大学
薬科学研究科・教
授・大熊　康修

大久保　牧子 ｵｵｸﾎﾞ ﾏｷｺ 外科系歯学
口腔癌放射線及び化学療法後
の再発・再増殖のメカニズムの
解明と新規抗血管療法の開発

横浜市立大学
医学研究科・教授・
藤内　祝

野口　浩史 ﾉｸﾞﾁ ﾋﾛﾌﾐ 神経科学一般
大脳皮質形成を制御するDNAメ
チル化酵素DNMT1の新規作用
機序の解明

奈良先端科学
技術大学院大
学

バイオサイエンス研
究科・教授・別所　康
全

清水　太郎 ｼﾐｽﾞ ﾀﾛｳ 物理系薬学
PEG修飾リポソームを用いた静
脈内投与型新規抗原送達シス
テムの開発

徳島大学
ヘルスバイオサイエ
ンス研究部・准教授・
石田　竜弘

浅田　真弓 ｱｻﾀﾞ ﾏﾕﾐ 基礎看護学
滲出液RT-PCR法による褥瘡感
染バイオマーカーの確立

東京大学
医学系研究科・教
授・真田　弘美

駒井　宏友 ｺﾏｲ ﾋﾛﾄﾓ 創薬化学
炭素ー炭素結合開裂/再構築触
媒の開発及び迅速医薬リード最
適化への応用

東京大学
薬学系研究科・教
授・金井　求

森川　雅行 ﾓﾘｶﾜ ﾏｻﾕｷ
放射線・化学
物質影響科学

光反応によるテロメア4本鎖構
造の安定性およびテロメラーゼ
への影響の解析

徳島文理大学
香川薬学研究科・教
授・宮澤　宏

飛坐　愛輝 ﾋｻﾞ ｱｲｷ 化学系薬学
ソフォラフラバノン類の不斉全合
成研究

静岡県立大学
薬学研究科・教授・
菅　敏幸

加藤　真一郎 ｶﾄｳ ｼﾝｲﾁﾛｳ 腫瘍生物学
がん細胞の不均一性からみた、
双方向的EMT制御系による悪
性化基盤形成機構の解明

富山大学
和漢医薬学総合研
究所・教授・済木　育
夫

鬼頭　宏彰 ｷﾄｳ ﾋﾛｱｷ 生物系薬学
脳血管内皮細胞でのストア作動
性Ca流入経路の分子実体と機
能の一分子可視化解析

名古屋市立大
学

薬学研究科・教授・
今泉　祐治

谷口　知行 ﾀﾆｸﾞﾁ ﾄﾓﾕｷ 衛生学
新規レスベラトロール結合タン
パク質のがん予防における機能
解明

京都府立医科
大学

医学研究科・教授・
酒井　敏行

杉政　宏信 ｽｷﾞﾏｻ ﾋﾛﾉﾌﾞ 発がん
大腸癌の造腫瘍性に関わる新
規 non-coding RNA の探索と機
能解析

東京大学
理学系研究科・兼任
教授・秋山　徹
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福島　圭穣
ﾌｸｼﾏ ｹｲｼﾞﾖ
ｳ

環境系薬学
ヒトパラインフルエンザウイルス
のレセプター認識機構の解明と
感染制御

静岡県立大学
薬学研究院・教授・
鈴木　隆

菅原　めぐみ ｽｶﾞﾜﾗ ﾒｸﾞﾐ
機能系基礎歯
科学

破骨細胞における新規小胞輸
送遺伝子群の同定とその機能

長崎大学
医歯薬学総合研究
科・教授・筑波　隆幸

蒲池　史卓 ｶﾏﾁ ﾌﾐﾀｶ 生物系薬学
膜タンパク質TIM-4の新規結合
分子の発見と炎症細胞機能亢
進機構の解明

順天堂大学
医学研究科・特任教
授・奥村　康

黒内　寛明 ｸﾛｳﾁ ﾋﾛｱｷ 化学系薬学
アシルジカチオンの創出と置換
基一般的な芳香族求電子置換
反応の実現

東京大学
薬学系研究科・教
授・大和田　智彦

橋詰　祥伍 ﾊｼﾂﾞﾒ ｼﾖｳｺﾞ 化学系薬学
医薬候補化合物の網羅的合成
を指向した新規酸化的炭素骨
格構築触媒の開発と適用

東京大学
薬学系研究科・教
授・金井　求

中西　勝宏 ﾅｶﾆｼ ｶﾂﾋﾛ 衛生学
毒素に対する可食性IgA植物抗
体の防御効果に関する研究

静岡県立大学
薬学研究院・教授・
今井　康之

田　園 ﾃﾞﾝ ｴﾝ 生物系薬学
ムチン２１による糖鎖構造依存
的アポトーシス抑制機構の解明

東京大学
薬学系研究科・准教
授・東　伸昭

髙橋　恵生 ﾀｶﾊｼ ｹｲ 実験病理学
腫瘍微小環境に着目したヒト膵
臓がんの悪性化に関わる重要
因子の探索

東京大学
薬学系研究科・准教
授・東　伸昭

内村　元昭 ｳﾁﾑﾗ ﾓﾄｱｷ
融合基盤脳科
学

運動学習の誤差信号に背景が
与える影響の解明

順天堂大学
医学系研究科・客員
教授・北澤　茂
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